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カルデリー二著

　　イタリアの民族衣装　全2巻

　　　　　　　　　　　　　よノ’レジメノト
　イタリアは近代のいわゆる国家統一運動によって始めて「イタリア」という独立国家になっ

たわけであるが、古来この地は人種のるつぼといわれ、多くの民族か集り、歴史的にみてもこ

の時まではフランス、スペイン，オーストリアなど他国の領土であったし、更に古くは、各都

市か都市国家的構造をもっていた。こうした歴史的要素のほか、気候、風土、過去の遺産、通

商の多寡などの影響によって、現在のような国民性か形成された。民族衣装についても、こっ

した要素か反映されており、地方ごとにそれぞれ特色のある様相をもっている。

　本書は、イタリアの20の州のそれぞれについて、代表的な民族衣装を豊富な原色図版で示し、

衣装の各部分の材質・色・型なども詳しく述べている。原色図版のE部には州名、下部には伊、

仏、英、独の四か国語で服種か記されているので便利である。

　イタリアの民族衣装は、19世紀半ばに、その様式か定着したとされているか、以来住民の移

動や二度の大戦などの影響で変遷を余儀なくされている面もあるか、本書のようなオリジナル

な形を追求することは、芸術的、学術的な面のみならず、またイタリア国民の民族学的な様相

をも理解する助けになる。

　地方色は独特であるが、都市の大部分、特に、中部イタリアでは概して保守的であり、根源

を強いて求めればフランス革命の時期にまでさかのぼる。トスカーナ地方は、農民の衣装の中

心地であり、固有の衣装の様式が保持されることは少ない。しかし、他の地方よりは風雅て色

彩豊かである。また山岳地帯の衣服は地味である。

　女性の衣装はほとんどか二重のスカートになっており、短いショールや肩かけは共通にみら

れる。男性もスカーフを首にまいている。総じてみれば、いずれも優雅な装いといえる。

　第1巻は北イタリア、第2巻が南イタリアという構成である。
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